
虹の薬局 
☎ 0952－32－2077 

虹の薬局多久店 
☎ 0952－71－2087 
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第126号 2026年 5月 

そろそろ虫が気になる季節になってきました。 

蚊、ブヨ、ダニや蜂など対策は出来ていますか？ 

早めに予防や対策法を確認しておきましょう！ 

虫刺されによるアレルギー症状 

虫刺されによる症状は大きく分けて「痛み」と「かゆみ」の 2 つに分けることができます。 

「痛み」は虫が刺した時の「チクッ」とする針の刺激や、咬まれたりしたことによる痛みと、

皮膚に注入された物質の作用によって生じる痛みがあります。痛みとともに、皮膚の赤みや

腫れを伴うこともあります。 

「かゆみ」は虫の毒素や唾液が皮膚に注入されることによるアレルギー反応です。 

これらのアレルギー反応は症状が出るのが｢早いタイプ｣と｢遅いタイプ｣に分けられます。 

｢早いタイプ｣は刺されてからすぐにかゆみや腫れ、発赤などが出現し、数時間程度で治ま

ります。 

｢遅いタイプ｣は刺されてから 1～2 日後にかゆみや腫れ、発赤、ブツブツ、水ぶくれ等が

出現し、2 週間以上経過しても症状が治まらない場合もあります。 

・ハチや毛虫など毒性の強い虫に刺されたとき 

・刺された後に蕁麻疹が出たり、気分が悪化したとき 

(ハチに刺された時はショック症状を起こすことも) 

・夜眠れないほどの痛みやかゆみがあるとき 

・刺されたり、かまれたりした数が多いとき 

・腫れやほてりがひどいとき 

・アレルギー体質の方 

・市販の医薬品を使用しても症状が改善しないとき 

 医療機関を受診しましょう 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

虫刺され対処法 

・症状が軽い場合は市販のかゆみ止め外用剤でもよいですが、症状が強い場合は

受診をしましょう 

・患部を水で流して清潔にしましょう 

・流水や保冷剤で患部を冷やすとかゆみが抑えられます 

・できるだけかかないよう我慢しましょう 

虫刺され対策 

・屋内では虫を中に入れないよう、玄関や窓に虫よけをつけたり、虫が入り込む隙間

を防ぎましょう。 

・屋外で虫に刺されないためには、できるだけ肌を露出しないことが大切です。 

露出している部分には虫よけスプレー等を塗布しましょう。蚊取り線香等も◎ 

・スズメバチは黒いものに寄ってくる習性があります。 

刺されないようにするためには黒い服や帽子を避けましょう。 

帽子を 

かぶる 

手袋をつけて 

袖は手袋の中に 

裾は靴下の中に 

厚手生地の 

長袖・長ズボン 

草木の多い屋外でおすすめの服装 

これからの時期、熱中症には気を付けて！ 

首回りにはタオル等を

巻きましょう 

肌が出ている所には 

虫よけスプレー等を塗布 


